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NO. 事業名 委員意見 指摘事項案

1
全部を省エネしようと言われても、何からすればいいか、わからないの
で、それこそ暖房だったら、よくある話だけれども、マイナス何度と何か
を重点的にやったほうがいいかなという気はします。

2
これもある、これもあるというふうに何でもご説明をいただくと、結局、
全部があるから何をしていいかわからないということなので、たたくべき
ターゲットに順番をつけて一個ずつやっていったほうがいいのではないか
と思うのです。

3
メリハリという話もありましたけれども、まずは暖房をどうにかしようと
いうところを明確に打ち出す。市民に伝えるというところを考えたときに
は、まず、一番優先順位が高いところからというのはすごく大事かなと思
います。
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【環境負荷低減に向けた効果的な意識啓発】
⑦省エネに関する市民意識の啓発について
は、まずは総エネルギー消費量に占める割合
が最も大きい冬期の暖房エネルギーの抑制に
関する啓発に優先的に取り組むこと。例え
ば、市民が取り組みやすいように、キャッチ
コピーや室内温度の目標値を設定するなど、
市民に伝わりやすい取組を行うこと。
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